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むようになってきたのは、成功への必要条件が

徐々に整ってきつつあるからだと思う。

これから、そのような社会状況の中、環境教育

学会と学会誌「環境教育」の役割はますます大き

くなってきた。そのポイントは二つあると巷える。

一つは「環境牧育の担い手の多様性を受け入れ、

広げ、育てること」である。これまでの環境教育

の１１沖手は、学校教育や社会教育分野のいわゆる

蟻教育のプロ"であった｡しかし、今後は、プロか

ら企業やj苞婦などの一般の方々に広がっていくこ

とが肝要だと思う。例えば、経団巡は環境立国を

【l指し、環境負荷の減少を[l指し、ＣＳＲを通して

環境へのl冗献を模索し、社ロへの翻境認識を深め

ようとしている。日本の大人の多くは会社側であ

る。企業が環境活動に参加することは、会社員が

変わることであI)、彼らが家庭に締ると、家庭が

変わることにつながっていく。つまり、企難が環

境教育に加わることは、日本全体が変わることに

つながるのではないかと考える。もうすぐ、すで

に環境活動に参画している企業から環境教fifへの

投稿がくることが予感される。楽しみである。ま

た、日本の社会の基本ユニットである家庭が環境

牧行に参画すれば、これからの日本はもっと変わ

るであろう。将来、主嫡（主夫）から家庭での環

境教育の突践が本学会厳に投稿されてくるような

時代がくれば、Ｉ]本の社会が変わってきたシグナ

ルと思う。このような環境教育の担い手の多様性

と広がりが、今後の環境のために必要であると考

える。

－:つめは「スクラムとコラポレーションを組む」

である。多様な人々が参画すればするほど、互い

の理解力と寛容性が爪婆である。さまざまな人々

の〃つなげ、異なる力を合わせることで、環境教

frは力を燗し、新たなステップをHIIることができ

ると考える。そのような研究と実践を紹介する働

きを本学会謎が担うことができれば、なんと幸い

なことであろうかと.思う。

学会の運営に携わる者や学会誌の担当荷は、今

後の多搬な研究と実践を受け入れ、育てる力量が

`必腿不､｢欠であることはいうまでもない。学会雌

は学会11の方々の貴蚊な￣ｉｉｉ助一の「塊」である。

今後の２１世紀に向け、一人・人の会貝のすてきで

多様な「塊」が投稿され、それをエネルギーとし

て社会が変わっていくことを191侍するものである｡

あとがき
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これまでの環境教育の歩みを少しふり辿ると、

1970年代のＨ本で「環境教育」という名がまだ社

会に認知されてなかった頃、一部のパイオニア的

な人々が「自然保護教育」や「公;W教行」等で

塵環境教ｆｒの内容に取り組んでいた。そのijli動は

地域の自然を見矼させ、自然体験の大切さを伝え、

社会活動の自然への配磁の必喫性を啓蒙する活動

であった。しかし、１１tの中からの大きな理解や賛

同を得ることはなかった。その時代はまた、和歌

１１１の「天神崎の保護」巡動に象徴されるような身

近な環境を守る椚動が[1本各地で展|Ⅲされていた。

環境保全の大切さの理解を一般社会からｲﾘること

は非常に困難な『|ハ有志の人々が141然保護jijl動を

担い、生き生きと進められていた。

それから、綿々とさまざまな人々や団体が環境

教f｢や環境保全に取り細んだ。1990年、環境教ｆｉ

学会が設立され、それ以来多くの方々が、環境数

7ｉｆの理諭や実践を研究され、その成果は学会謎

｢環境教fi」に排積されてきた。

近年、「211止紀は環境の時代」と呼ばれるよう

になった。2002年には「自然Ilj生推進法」が成立

したこかって、イ丁志の万々が身近なロ然を守るた

めに行政と交渉し、地域の理解を１１卜ながら守ろう

とした自然を法律で守ろうという時代になってき

たのだ。2003年には、「環境の保全のための意欲

の墹進及び環境教育の推進にllUする法律」が公布

された。一部のパイオニア的人々が始めた環境教

ｆｉが法１１tで推進されるようになった［何{1入経}１１

巡は￣｢環境立IHil」iiiR略”を１１身のビジョンの中に

組み込んだ。そして、今年の2005年２月には「〕』（

都縦走111Ｊが発効された。本年から国巡iＩ蝉の

｢持続ilJ能な開発のための数ffの１０年」もいよい

よ始まる『、また、「外来生物法」も施行されるよう

になる｡

このように、環境保全や環境教frは--部の人た

ちだけでなく、社会全体で取り組むmlbきとなって

きたのが「今」である。「環境教育や環境保全で

は、－．部の人たちだけでなく、みんなが社会全体

が収I)靴むことか成功の灸('１；である」と鞍える二

したがって、Ⅱ本のⅡ:会として「環境」に取り制Ｉ

環境激かVOL､１４－３


